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◆ 補正予算ピックアップ ◆

たらぎ議会だより　第 101 号／２

補
正
予
算平成28年度 6月定例会議

　6 月定例会議は 6 月 14 日から 6 月 22 日まで開催した。

報告 9 件・条例 2 件・補正予算 3 件・人事案件 5 件等審議し、可決・同意した。また、議員発

議 4 件が出され、平成 28 年度多良木町一般会計補正予算 ( 第 1 号 ) については、原案可決したが、

旧白濱旅館改修工事費関連予算の執行にあたってはより慎重に進める必要があると、付帯決議を

提出し可決した。他 3 件は、熊本震災の復旧・復興に関する財政支援についての意見書を提出

し可決した。

平成28年度 一般会計補正予算

補　  正　 額
補正後の総額は

1億1，061万7千円
63億9，061万7千円

追加

◯旧白濱旅館改修工事費関連予算

　 教育費国庫補助金 ( 社会資本整備総合交付金 )　　　　　　　　　　　　　　　  １，６９３万円
　 教育費県補助金 ( 空き家再生等推進事業補助金 )　　　  　　　　　　　　　　　　　８００万円
　 教育費 ( 過疎対策事業債 )　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　３，２００万円

◯歴町 50 選事業費 （旧白濱旅館改修工事費関連予算）　　　　　　　　　　　 ６，０３０万円

歳  入

歳  出

◯まちづくり推進事業費 ( 多良木高校施設設備利活用アドバイザー委託料 )　  ５６０万円
◯庁舎維持管理費　( 受付カウンターの改修 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １１１万円
◯災害対策費　( 宿日直手当 ・ 消耗品費 ・ 防災マップ作成 ・ 燃料費等 )　　 １，１９８万円
◯基金費　( 多良木町財政調整基金積立 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，５００万円



たらぎ議会だより　第 101 号／３

討
論
・
発
議

　発　議　第1号

旧白濱旅館予算に物言い ! !
　今回の補正予算に、旧白濱旅館改修工事費関連予算として 6，030 万円が計上されている。
議会と執行部に於いても数回にわたり協議が行われてきた。
　旧白濱旅館改修事業は、くまもと歴町５０選の指定を受けた五間道路界隈の明治・大正初
期の価値ある建造物の改修であることについては理解しているところではあるが、町民の中
には、当事業を理解されていない方・賛同されていない方がおられるのも事実である。事業
の推進・施設の運用・予算執行についての検証を行い、町民に対し、事業内容の説明・周知
に最大限の努力をすること、議会に対し、事業進捗等の報告を行い、工事費の安易な増額が
ないよう、よりよい事業への善処を強く求める。

堤出者　中村　正德　　賛成者　全議員 ( 正副議長を除く )

　「熊本地震」により、極めて甚大な被害が発生している。この大災害からの復旧・復興に
は莫大な経費が必要であり、自主財源に乏しい熊本県においては危機的な財政状況に陥るこ
とが懸念されることから、県議会では 6 月定例会において、本意見書と同様の意見書を国へ
堤出することが可決されている。
　本議会においても、国による財政支援への明確な担保と長期的な支援の必要性や「チーム
熊本」として一丸となって特別な財政措置を国へ要望することの緊急性・重要性に鑑み、今
回本意見書を堤出するものである。

提出者　林田　俊策　　賛成　全議員
第 2 号
第 3 号

第 ４ 号

被害者生活再建支援法の改正を求める意見書
平成２８年熊本震災からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める
意見書
行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設を求める意見書

補正予算についての反対・賛成討論
◆反対討論

久保田議員　旧白濱旅館の事業については、 町民への充分な説明と理解が進んでいない。 改修

後の利活用や運営方法、 事業費についても明確ではなく、 事業ありきで進めるべきではない。

瀬崎議員　　 この予算の旧白濱旅館事業には、どうしても同意ができない。 これからの運営に対し、

町民からも心配の声が出ているので安易に進めるべきではない。

◆賛成討論
吉瀬議員　　 旧白濱旅館に関する予算は、 町長等の説明責任が果たされていないが、 歴史文化

遺産としての価値があるものは残していくべきである。 中心街の再開発と活性化をめざす方向は正

しいと思う。

　熊本地震に３つの発議

林田 中村 瀬崎 山中 吉瀬 魚住 髙橋 源嶋 久保田 𡧃佐 豊永
◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯

賛成○（９）：反対●（２）



選
任
同
意
・
請
願
要
望

たらぎ議会だより　第 101 号／４

選挙管理委員会委員及び同補充員を指名推薦同意！！

選挙管理委員とは 執行機関から独立して選挙を管理するために、団体内部に設置される機
関である選挙管理委員会【選挙を管理する代表的な名称の１つとして用
いられており選管 ( せんかん ) と略して呼ばれることもある】の委員で
ある。

選挙管理委員

氏　名 住　所 順位 氏　名 住　所

前田　榮功 黒肥地 １ 緒方　征枝 黒肥地

濱田　正昭 多良木 ２ 甲斐　繁久 多良木

満谷　恭亨 多良木 ３ 西田　宣康 多良木

筑紫　　茂 奥　野 ４ 恒松　一廣 久　米
（敬称略）

固定資産評価員を選任

固定資産評価員とは 市町村長の指揮を受けて固定資産を適正に評価し、且つ市長村長が行う
価格の決定を補助するため、市町村に、設置する。

平　川　　　博　氏（税務課長）

人権擁護委員３名の推薦を可決！！
氏　名 住　所

１ 黒木　亮平 黒肥地

２ 川邊　一敎 久　米

３ 北川かほり 多良木
（敬称略）

人権擁護委員とは 人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受けたり人権の考えを広める
活動をしている民間ボランティアである。法務大臣から委嘱され全国の
各市町村に配置されます。

みなさんからの請願・要望
件名及び要旨 提出者の住所・氏名 審議

　請願書

　青少年健全育成基本法制定について

　　八代市海士江町 3364
　　　　　熊本 Pure フォーラム
　　　　　代表者　田中　力男
　　　　　　　　　（紹介議員　源嶋たまみ）

継続

　要望書

　町道桑木丸線及び溝口線の道路改良に

　ついて

　　　黒肥地 2区

　　　　　　区長　永井　明

　　　　　　　　　ほか署名者２１０名

採択

　要望書

　綾北川「川鵜駆除対策」に関する要望書

　　　綾北川槻木漁業組合

　　　　　　代表理事組合長　味岡　和國
採択

補充員

補充員とは 欠員が生じた場合、順次繰り上げとなる。



報　

告

たらぎ議会だより　第 101 号／５

久  保  田 　 善  典  氏

多良木高校生　議会傍聴！

3年生　久保田　雅希　君

　議会傍聴は、初めての体験で楽しみでしたがその反

面、とても緊張しました。議場に入ったときにはすでに、

張り詰めた空気でした。　町議会の方々が、福祉のこ

とについて議論を交わしておられ、動画などで見るよ

りとても迫力がありました。途中からの傍聴だったの

副町長退任

であまり理解はできなかったのですが、その時は多良木町の英語教育について話し合いをされて

いました。ＡＬＴの先生の数を増やしたり、授業の内容を改善したりして学力向上を図るという

提案がなされていました。学校だけでなく町議会においても、学校教育について検討を重ねてお

られることが分かりました。とてもいい経験になりました。

3年生　田中　美優　さん

　私は、授業で多良木町議会を傍聴しました。議論されている議題は難しかったのですが、議会

の仕組みや流れが分かりました。多良木町をよりよくする為に、町議会の方々が真剣に取り組ん

でいる姿を見て、このようにして町民の暮らしが成り立っているんだと初めて知りました。そし

て、先日十八歳になった私は、参議院選挙の投票を初めて経験しました。選挙権がなかった頃は、

政治にあまり興味がありませんでしたが、選挙権があると分かってからは、進んでニュースや新

聞を見て、政治について関心を持つようになりました。投票する前はたった一票で何が変わるの

かと思っていましたが、みんなの生活がよくなるために私の一票が役立てられればいいなと感じ

ました。これを機に少しずつ政治に興味を持って、これからも選挙がある度に「責任ある一票」

を投票したいと思います。

ありがとうございました！　次回は選挙権についてのアンケートを予定

　6月30日の任期満了により、退任されました。一般職員・副町長として約半世紀にわたり、

町にご尽力いただきました。

議会から見えたこと！？

３月議会を傍聴！

おつかれさまでした

 政 務 活 動 ６月 30 日　姉妹町の南幌町へ！
両議会で「これからの交流」について意見交換

報 告 す致 し ま
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魚　

住　
　

憲　

一

質
問　

本
町
は
、「
人
吉
盆
地

南
縁
断
層
」
の
上
に
あ
り
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.1
以
上
の
地
震

が
発
生
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
30
年
内
に
地
震
が
発

生
す
る
可
能
性
は
１
％
以
下
と

さ
れ
て
い
る
が
日
本
の
活
断
層

の
中
で
は
高
い
グ
ル
ー
プ
に
あ

る
。
熊
本
地
震
ク
ラ
ス
の
地
震

が
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
町
が
災
害
時
対

Ｑ

Ａ 備えはある

地震等の災害

への備えは

質
問　

多
良
木
小
の
プ
ー
ル
に

設
置
し
て
あ
る
災
害
対
策
用
飲

料
水
浄
化
機
を
久
米
小
、
黒
肥

地
小
の
プ
ー
ル
に
設
置
す
る
考

え
は
。

信
國
教
育
振
興
課
長　

多
良
木

小
に
設
置
し
た
災
害
対
策
用
飲

料
水
浄
化
機
は
交
付
金
を
活

用
で
き
た
こ
と
で
、
事
業
費

町
の
子
ど
も
貧
困
の
対
策
は

ＱＡ
国
の
政
策
に
沿
っ
て

策
用
に
備
蓄
し
て
い
る
飲
料

水
・
食
料
・
機
材
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

松
本
総
務
課
長　

23
年
度
に
町

内
二
ヶ
所
に
、
飲
料
水
500
㎖
ボ

ト
ル
960
本
、
保
存
食
1320
食
、
機

質
問　

子
ど
も
貧
困
の
実
体
は

17
歳
以
下
の
子
ど
も
の
６
人
に

一
人
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
２

人
に
一
人
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

基
本
理
念
で
は
、
子
ど
も
に
対

す
る
教
育
・
生
活
・
就
労
・
経

済
的
支
援
の
施
策
を
、
子
ど
も

の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
の
実
現
を
掲
げ
て
い

る
。
地
方
公
共
団
体
は
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
策

定
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
義
務
づ
け
て
い
る
。
充
実
し

て
い
る
が
町
の
認
識
は
。

白
濱
子
ど
も
対
策
課
長　

子
ど

も
対
策
課
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
貧
困
に
限
定
し
た
事
業
は
実

施
し
て
い
な
い
が
、
国
に
し
た

が
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ

Ａ 多良木小での活用を

プールの水の利用は

１
億
７
千
600
万
円
に
対
し
一
般

財
源
は
510
万
円
で
設
置
し
た
。

飲
料
水
を
一
人
一
日
２
リ
ッ
ト

ル
と
し
て
全
町
民
に
配
布
し
た

場
合
22
日
分
が
供
給
で
き
る
。

災
害
対
策
用
飲
料
水
浄
化
機
は

移
動
可
能
な
機
械
で
あ
り
、
他

に
も
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
の
浄
化
機

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
備
え

て
置
く
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
か

と
考
え
る
。

信
國
教
育
振
興
課
長　

教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
就
学
援
助
費

を
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
世

帯
に
給
付
し
て
い
る
。

椎
葉
教
育
長　

様
々
な
形
で
支

援
し
て
い
る
が
、
自
主
申
告
で

あ
る
の
で
漏
れ
の
な
い
よ
う
に

実
施
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

負
の
連
鎖
が
起
き
な
い

よ
う
に
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

材
に
つ
い
て
は
発
電
機
・
投
光

器
・
ガ
ス
薪
両
用
の
炊
き
出
し

用
の
釜
を
備
蓄
、
ま
た
消
防
団

各
部
に
発
電
機
・
投
光
器
を
１

台
ず
つ
貸
与
し
て
い
る
。

飲料水浄化機が設置されている多良木小

①
道
路
改
良
に
つ
い
て

②
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て



一
般
質
問
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久
保
田　
　

武　

治

質
問　

海
外
で
の
研
修
は
本
当

に
必
要
な
の
か
。
国
内
で
町
づ

く
り
に
頑
張
っ
て
い
る
自
治
体

で
研
修
し
、
そ
の
成
果
を
本
町

の
施
策
に
生
か
す
こ
と
こ
そ
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　

、
町
村
長
間
の
情
報
交

換
も
行
っ
て
い
る
。
海
外
を
見

る
の
は
必
要
だ
と
思
う
。

号
は
発
信
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

震
度
３
だ
っ
た
こ
と
や
、
防
災

無
線
が
ア
ナ
ロ
グ
型
式
で
地
震

計
と
の
差
が
出
て
、
放
送
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
は
」
と
の
報
告

が
あ
り
、
今
回
、
震
度
３
以
上

に
設
定
を
変
え
た
。

質
問　

耐
震
診
断
や
補
強
に
自

治
体
が
補
助
し
て
、
耐
震
改
修

を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
本
町
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
活
用
し
た
事
業
は
で

き
な
い
か
。

小
林
環
境
整
備
課
長　

現
在
は

リ
フ
ォ
ー
ム
の
み
だ
が
、
空
き

家
対
策
事
業
な
ど
の
財
源
を
活

用
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
で
、
罹
災
証
明
書
発
行
の
た

め
の
職
員
の
育
成
と
、
配
置
が

規
定
さ
れ
て
い
た
の
に
、
本
町

質
問　

４
月
14
日
、
16
日
の
地

震
発
生
時
の
町
長
や
町
の
対
応

と
対
策
は
適
切
だ
っ
た
の
か
。

町
長　

防
災
計
画
上
は
適
切

だ
っ
た
と
思
う
が
、
地
震
に
対

す
る
部
分
で
は
、
改
善
点
を
整

理
し
て
見
直
し
た
い
。

質
問　

地
震
時
に
、
湯
前
・
あ

さ
ぎ
り
町
で
は
緊
急
放
送
が
な

さ
れ
た
が
、
本
町
で
放
送
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

松
本
総
務
課
長　

震
度
４
以
上

で
放
送
す
る
よ
う
設
定
し
て
あ

り
、
業
者
の
調
査
で
は
、「
信

地
震
へ
の
対
応
と
対
策
は
適
切
か

ＱＡ
改
善
す
べ
き
点
を
見
直
し
た
い

町
長
の
海
外
研
修
２
回
の
支
出
額
は

ＱＡ
約
52
万
８
千
円
で
あ
る

質
問　

町
長
は
就
任
以
来
、
海

外
研
修
に
は
何
回
行
っ
た
か
。

町
長　

２
年
に
１
回
ぐ
ら
い

は
、
県
の
町
村
会
で
海
外
研
修

が
計
画
し
て
あ
る
。

質
問　

昨
年
は
東
南
ア
ジ

ア
、
今
年
は
台
湾
と
２
回
の

海
外
研
修
に
行
き
、
東
南
ア

ジ
ア
の
時
が
町
か
ら
６
日
分
、

２
万
３
千
500
円
の
出
張
費
が
出

さ
れ
、
旅
費
と
宿
泊
費
は
県
町

村
会
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
い

く
ら
支
出
さ
れ
た
の
か
。

松
本
総
務
課
長　

県
町
村
会

か
ら
一
人
当
た
り
33
万
７
千
円

ほ
ど
か
か
っ
た
と
の
報
告
で
あ

る
。

質
問　

台
湾
研
修
は
、
航

空
費
11
万
５
千
200
円
と
日
当

１
万
８
千
円
が
町
か
ら
支
出
さ

れ
、
他
に
県
助
成
金
５
千
円
と

郡
町
村
会
か
ら
３
万
円
が
支
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
金
、

税
金
の
支
出
で
は
な
い
か
。

町
長　

全
額
が
公
金
の
支
出
で

は
な
い
が
と
ら
え
方
と
し
て
は

公
金
だ
と
思
う
。

防災無線室

で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う

し
て
か
。

松
本
総
務
課
長　

改
正
さ
れ
た

規
定
を
知
ら
な
か
っ
た
。
５
月

に
開
催
さ
れ
た
罹
災
証
明
書
発

行
説
明
会
に
２
名
を
派
遣
し
、

被
災
地
の
益
城
町
と
嘉
島
町
へ

の
職
員
派
遣
を
通
し
て
育
成
を

図
っ
て
い
る
。

①
小
・
中
学
生
の
健
康
管

　

理
に
つ
い
て

②
国
営
川
辺
川
利
水
事
業

　

に
つ
い
て

研修先の台湾



一
般
質
問
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源　

嶋　
　

た
ま
み

質
問　

地
方
創
生
先
行
型
の

実
施
計
画
に
よ
る
KPI
に
対
す
る

効
果
検
証
が
平
成
28
年
３
月
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

効
果
検
証
さ
れ
、
改
善
策
の
計

画
・
今
後
の
KPI
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

松
本
総
務
課
長　

効
果
検
証

は
、
県
の
提
出
期
限
８
月
ま
で

に
予
定
し
て
い
る
。
各
課
単
位

Ｑ

Ａ 県の締め切り

８月までに

先行型交付金の

効果検証は

は
、
町
民
集
会
場
を
図
書
館
と

し
て
利
活
用
す
る
と
い
う
答
申

を
出
さ
れ
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ—

に
つ
い
て
は
、
多
目
的
研

修
セ
ン
タ—

改
修
に
兼
ね
る
と

さ
れ
た
。
今
後
は
、
住
民
周
知

等
の
中
で
意
見
を
ま
と
め
な
が

ら
、
議
会
と
の
協
議
を
行
っ
て

い
く
。

質
問　

町
民
集
会
場
を
保
存
・

改
修
し
、
図
書
館
と
し
て
の
活

用
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ—

と
の

兼
ね
合
い
と
進
め
方
は
。

信
國
教
育
推
興
課
長　

生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
検
討
協
議
会
で

行
方
不
明
者
捜
索
の
現
状
は

ＱＡ
警
察
・
消
防
署
・
消
防
団
員
の
協
力
で

で
の
実
績
が
あ
る
の
で
、
KPI
未

達
成
の
時
は
原
因
を
検
証
、
総

合
戦
略
推
進
委
員
会
に
諮
問
し

検
討
を
行
い
、
議
会
活
性
化
特

別
委
員
会
に
報
告
、
最
終
的
に

質
問　

行
方
不
明
者
の
捜
索
の

現
状
と
方
法
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど

う
お
考
え
か
。

松
本
総
務
課
長　

捜
索
は
不
明

者
の
親
族
が
警
察
へ
捜
索
願
い

を
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
町
へ
捜

索
依
頼
さ
れ
る
。
警
察
署
・
上

球
磨
消
防
署
・
消
防
団
員
を
中

心
に
、
役
場
職
員
・
地
域
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
防

災
無
線
に
よ
る
呼
び
掛
け
を
す

る
。
ま
た
、
親
族
へ
個
人
情
報

等
の
意
思
確
認
を
行
い
、
資
料

の
配
布
・
防
災
無
線
で
の
周
知

を
行
っ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ

に
つ
い
て
は
「
４
町
村
連
携

で
」
と
い
う
意
見
も
出
て
い
る
。

無
料
設
置
が
で
き
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
カ
メ
ラ
、
と
い
う
シ
ス

Ｑ

Ａ 議会との協議で

生涯学習センターは

どうする多目的研修センター

消防団のよる不明者の捜索

県
へ
報
告
と
い
う
形
で
進
め
た

い
。

※
KPI
と
は
→
重
要
業
績
評
価
指
数

　
（
具
体
的
な
数
値
目
標
・
わ
か
り

　

や
す
い
指
標
）

テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
地
方
創
生
に
つ
い
て



髙　

橋　
　

裕　

子

たらぎ議会だより　第 101 号／９

質
問　

熊
本
地
震
に
お
い
て
は
、

避
難
時
の
道
路
確
保
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
久
米

地
区
道
路
の
課
題
に
つ
い
て
も
、

県
と
の
調
整
を
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
政
治
家
と
し
て
の
交

渉
の
在
り
方
が
不
足
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長　
町
の
要
望
に
よ
り
、
県
の

調
査
は
あ
っ
て
い
る
が
、
難
し
い

状
況
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

今
回
の
地
域
防
災
計
画

で
、
避
難
地
域
の
見
直
し
は
あ
っ

た
の
か
。
避
難
場
所
へ
の
安
全
確

保
・
防
災
訓
練
の
計
画
は

松
本
総
務
課
長　

避
難
場
所
の

見
直
し
は
行
っ
て
い
な
い
。
避
難

移
動
が
困
難
な
場
合
、
消
防
団
積

載
車
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
対
応

を
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
避
難

場
所
と
し
て
多
良
木
高
校
の
施
設

を
活
用
で
き
な
い
か
相
談
す
る
と

と
も
に
実
践
的
総
合
防
災
訓
練
を

計
画
し
て
い
る
。

質
問　

防
災
と
情
報
シ
ス
テ
ム
の

連
携
事
業
と
い
う
交
付
金
事
業
が

あ
る
。
災
害
時
の
確
か
な
情
報
配

信
に
、
光
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
取

り
組
み
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長　

重
要
性
は
本
当
に
感
じ

て
い
る
。
有
線
・
無
線
の
確
保
は

必
要
だ
が
事
業
費
等
の
課
題
が
あ

る
。

質
問　

複
合
災
害
、
特
に
川
内
原

発
事
故
発
生
時
の
防
災
計
画
は
あ

質
問　

学
校
教
育
の
場
に
お
け
る

専
門
的
指
導
を
す
る
教
育
指
導
主

質
問　

公
民
館
長
は
教
育
長
が
兼

務
し
、
公
民
分
館
活
動
は
総
合
開

発
計
画
の
施
策
大
綱
に
あ
り
、
町

の
バ
イ
ブ
ル
的
意
味
を
持
っ
て
い

る
。
地
方
創
生
の
中
で
の
位
置
づ

け
と
計
画
の
考
え
は
。

山
田
教
育
委
員
長　

分
館
活
動

は
地
域
活
性
化
の
核
・
地
方
創
生

の
重
要
な
柱
で
あ
る
。
地
域
に
根

差
し
た
自
主
的
活
動
に
よ
る
人
材

Ｑ

Ａ

一
般
質
問

潤いと活力ある地域

づくりを

どうしていくのか！

「社会教育」

大切な防災マニュアル

①
「
地
域
で
生
き
抜
く
」　

　

槻
木
地
区
に
つ
い
て

Ｑ

Ａ 実践的な総合

防災訓練を

大丈夫か！

災害時の安全確保

Ｑ

Ａ 提案・協議の

必要性がある

どうなっているのか！

学校教育

育
成
・
地
域
お
こ
し
等
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
推
進
し
た
い
。

質
問　

社
会
教
育
法
に
、
専
門
職

と
し
て
「
社
会
教
育
主
事
」
を
置

く
と
し
て
い
る
が
有
資
格
者
は
い

る
の
か
。

椎
葉
教
育
長　

教
育
委
員
会
に

は
い
な
い
。
今
後
、
資
格
を
取
ら

せ
て
い
き
た
い
。

る
の
か
。

松
本
総
務
課
長　

東
日
本
大
震

災
時
の
原
発
事
故
後
、
地
域
防
災

計
画
に
原
子
力
災
害
対
策
計
画
を

追
加
し
た
。
県
と
の
連
携
・
避
難

に
関
す
る
広
報
等
、
情
報
伝
達
が

主
な
業
務
に
な
る
。

事
は
、
必
要
と
い
う
答
え
で
あ
っ

た
が
そ
の
後
の
対
応
は
。

山
田
教
育
委
員
長　

具
体
的
協

議
の
場
は
な
か
っ
た
。
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問　

幼
稚
園
休
園
後
の
幼
児
教

育
の
あ
り
方
や
指
定
管
理
と
し
て

あ
る
町
立
保
育
園
に
つ
い
て
、
方

向
性
の
協
議
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

町
長　
今
年
度
中
に
は
方
向
を
出

し
た
い
。

質
問　

中
学
校
の
多
良
木
高
校
へ

の
移
転
の
考
え
が
県
へ
の
要
望
と

し
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
教
育
委
員

会
で
の
協
議
は
さ
れ
た
の
か
。

椎
葉
教
育
長　

教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
し
て
い
な
い
。
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たらぎ議会だより　第 101 号／ 10

中　

村　
　

正　

德

質
問　

震
災
発
生
時
「
首
長
の

果
た
す
役
割
は
何
で
す
か
」
と

言
う
問
い
に
宮
城
県
松
島
市
阿

部
市
長
は
「
初
動
の
対
応
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
、
首
長
が
責

任
を
取
る
覚
悟
で
決
め
な
け
れ

ば
、
職
員
・
住
民
の
信
頼
を
損

な
い
、
そ
の
後
の
復
旧
・
復
興

は
う
ま
く
い
か
な
い
」
ま
た
旧

山
古
志
村
長
で
長
島
忠
美
復
興

副
大
臣
は
「
最
前
線
に
立
っ
て

指
揮
を
執
る
こ
と
が
、
過
酷
だ

が
覚
悟
を
決
め
る
し
か
な
い
」

と
、
ど
ち
ら
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
首
長
が
決
断
す
べ
き
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
町
長
は
ど
の
よ

質
問　
「
教
育
基
本
法
」
が
60

年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、「
委
員

会
」
の
職
務
権
限
は
変
わ
ら
な

い
が
、
新
教
育
長
の
権
限
は
、

事
務
方
か
ら
委
員
会
の
責
任
者

及
び
事
務
局
を
指
揮
監
督
す
る

立
場
に
な
る
。
権
限
が
増
大
し

久
米
通
り
と
ト
ン
ネ
ル
は

ＱＡ
県
土
木
部
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る

質
問　

県
道
中
河
間
線
の
通
称

久
米
通
り
で
、
道
路
が
狭
く
見

通
し
が
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

改
良
の
考
え
は
。
ま
た
槻
木
ト

ン
ネ
ル
の
考
え
は
。

小
林
環
境
整
備
課
長　

道
路
が

狭
く
危
険
性
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
県
土
木
部
と
協
議
を
し

て
い
る
。
槻
木
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
事
業
費
が
高
く
、
財
政

的
に
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

町
長　

小
林
市
と
促
進
協
議

会
を
40
年
近
く
や
っ
て
き
て
い

る
。
陳
情
も
市
長
と
と
も
に
同

行
し
、
交
通
量
の
増
加
を
目
指

し
て
要
望
し
て
き
て
い
る
。
金

額
は
か
か
る
と
思
う
が
観
光
面

や
木
材
の
搬
出
等
の
効
果
も
考

え
ら
れ
る
。
小
林
市
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
今
後
も
国
・
県
に

働
き
掛
け
て
い
く
。

Ｑ

Ａ 中立性を保ちながら

教育長を任命する

基準は

見通しの悪い久米通り

た
教
育
長
を
任
命
す
る
の
は
町

長
で
あ
る
。
町
長
は
任
命
権
者

と
し
て
ど
の
よ
う
な
基
準
で
任

命
す
る
の
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
通
り
に
議
会

の
同
意
が
い
る
の
で
、
中
立
性

を
保
ち
な
が
ら
任
命
し
て
い

く
。

地
震
を
教
訓
に
本
町
の
危
機
管
理
は

ＱＡ
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
や
る
べ
き

う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

二
人
の
経
験
者
の
発
言

は
貴
重
で
あ
る
。
数
秒
で
の
判

断
が
生
死
に
係
る
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
の
で
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
や
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

災害に備え
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吉　

瀬　
　

浩
一
郎

質
問　

出
張
中
午
前
の
み
で
終

わ
る
会
議
や
要
望
も
あ
る
は

ず
、
時
間
を
調
整
し
て
企
業
訪

問
し
、
誘
致
の
公
約
を
果
た
す

努
力
は
し
て
い
る
の
か
。
３
年

間
で
４
回
の
み
と
、
11
年
４
カ

月
の
就
任
期
間
中
に
企
業
誘
致

は
で
き
て
い
な
い
。
今
回
の
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
の
実
施

計
画
で
は
「
企
業
誘
致
の
や
り

方
を
見
直
す
」
と
あ
る
が
、
長

期
戦
略
に
欠
け
、
誘
致
が
で
き

ず
、
町
の
疲
弊
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
。
会
社
訪
問
を
真
剣
に

泊
２
日
で
７
万
５
千
円
は
高
い

の
で
は
。

松
本
総
務
課
長　

航
空
券
と
ホ

テ
ル
の
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
く
ま

川
鉄
道
を
通
じ
手
配
し
て
い

る
。
ま
た
価
格
面
で
は
割
安
と

い
う
認
識
を
し
て
お
り
、
１
週

間
前
ま
で
変
更
可
能
で
あ
る
。

早
割
等
は
支
払
期
限
が
３
日
以

内
で
あ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
料
金
の

発
生
が
あ
る
。

町
長　

町
村
会
海
外
研
修
は
、

共
済
金
の
取
り
扱
い
交
付
金
の

手
数
料
金
で
あ
り
、
す
べ
て
町

村
会
の
負
担
で
あ
る
。
町
村
の

負
担
金
は
、
熊
本
県
の
31
町
村

で
99
万
円
の
負
担
で
あ
る
。

質
問　

町
長
は
27
年
度
の
出
張

旅
費
に
107
万
２
千
円
使
っ
て
い

る
。
８
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

明
け
て
１
月
は
台
湾
へ
行
か
れ

て
い
る
。
町
村
会
で
の
旅
費
の

負
担
を
含
め
る
と
、
そ
の
金
額

以
上
で
あ
る
と
考
え
る
。
東
京
・

横
浜
・
千
葉
の
関
東
方
面
へ
12

回
、
群
馬
・
山
梨
・
富
山
・
青

森
・
北
海
道
等
合
計
18
回
で
あ

る
。
毎
月
の
よ
う
に
出
張
を
し

て
い
て
腰
を
落
ち
着
け
て
の
町

の
仕
事
が
で
き
る
の
か
。
ま
た

２
泊
３
日
で
９
万
４
千
円
・
１

町
長
の
旅
費
は
高
額
で
は

ＱＡ
パ
ッ
ク
で
手
配

誘
致
活
動
３
年
で
４
回
は
不
足
で
は

ＱＡ
情
報
が
あ
り
次
第
行
く

航
空
マ
イ
レ
ー
ジ
の
使
い
道
は

ＱＡ
現
在
１
回
も
使
っ
て
い
な
い

質
問　

町
長
は
11
年
間
マ
イ

レ
ー
ジ
を
取
得
し
て
い
る
と
聞

く
。
公
金
で
取
得
し
た
も
の
は

当
然
公
務
に
使
わ
れ
る
べ
き
と

思
う
が
、
そ
の
使
い
道
は
。

町
長　

航
空
各
社
２
枚
保
持
し

て
い
る
が
、
公
用
に
も
私
用
に

も
今
ま
で
１
回
も
使
っ
て
い
な

い
。
３
年
ぐ
ら
い
す
る
と
無
効

に
な
る
よ
う
だ
が
、
私
費
で
獲

得
し
た
も
の
も
一
緒
の
カ
ー
ド

で
は
あ
る
。
今
後
公
務
に
有
効

に
使
用
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

や
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

回
数
と
場
所
が
少
な
い

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
が

「
情
報
が
あ
り
次
第
行
く
」
気

持
ち
は
あ
る
の
で
、
議
員
か
ら

で
も
情
報
を
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

企業誘致ガイド

①
地
方
創
生
の
展
望
は

どう使う　マイレージカード



一
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質
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𡧃　

佐　
　

信　

行

の
稲
作
・
葉
た
ば
こ
・
施
設
園

芸
・
肉
用
牛
・
酪
農
・
果
樹
等

の
複
合
経
営
の
振
興
に
加
え
、

法
人
化
に
よ
る
、
大
型
機
械
導

入
等
で
の
土
地
利
用
型
作
目
を

検
討
し
た
い
。

質
問　

町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

久
保
農
林
課
長　

現
在
本
町
で

は
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
「
に
こ

ま
る
」
等
が
作
付
さ
れ
、
２
品

種
で
96
％
を
占
め
て
い
る
。
本

年
、
県
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
水
稲

品
目
「
熊
本
58
号
」
が
開
発
さ

れ
試
験
的
に
栽
培
取
組
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
動
向
を
み
て
関

係
機
関
と
協
議
し
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

質
問　

地
産
地
消
、
販
路
拡
大

等
に
つ
い
て
具
体
的
な
戦
略

は
。

久
保
農
林
課
長　

年
々
売
上
が

増
加
し
て
い
る
え
び
す
物
産
館

で
の
販
売
、
学
校
給
食
へ
の
活

用
を
中
心
に
注
力
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ

Ａ 有利な補助金等の

利活用も必要

第５次総合計画

農林業の方向性は

質
問　

米
を
主
と
し
た
土
地
利

用
型
農
場
の
競
争
力
強
化
と
コ

ス
ト
低
減
を
考
え
て
い
る
が
、

５
年
後
の
経
営
体
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

久
保
農
林
課
長　

担
い
手
の
中

心
で
あ
る
認
定
農
業
者
に
つ
い

て
は
138
の
経
営
体
が
あ
り
、
う

ち
５
つ
の
経
営
体
が
農
業
生
産

法
人
に
移
行
し
て
い
る
。
今
後

の
経
営
形
態
と
し
て
は
、
従
来

上
水
道
の
漏
れ
は

ＱＡ
優
先
順
位
で

質
問　

災
害
時
に
備
え
た
イ
ン

フ
ラ
、
特
に
上
水
道
の
漏
れ
及

び
老
巧
化
に
対
す
る
今
後
の
整

備
計
画
は
。

小
林
環
境
整
備
課
長　

排
水
管

の
老
巧
化
に
つ
い
て
は
、
法

定
耐
用
年
数
40
年
を
超
え
る
も

の
が
平
成
31
年
度
よ
り
増
加
す

る
。
財
源
的
な
問
題
も
あ
る
が
、

漏
水
履
歴
・
管
種
ご
と
の
耐
震

性
・
更
新
の
優
先
順
位
等
を
設

定
し
順
次
布
設
替
え
を
や
っ
て

い
き
た
い
。

質
問　

水
源
確
保
の
為
の
林
地

購
入
計
画
は
。

久
保
農
林
課
長　

宮
ケ
野
地
区

の
水
源
か
ん
養
林
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
に
24
㌶
程
を
購
入
し

て
き
た
が
、
現
在
13
㌶
を
相
談

中
で
今
後
も
安
心
安
全
な
水
の

岡
本
企
画
観
光
課
長　

販
売
拡

大
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
事
業
に
お
い
て
専

門
的
な
知
識
を
も
っ
た
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
受
け
入
れ
、
広
域
的

な
連
携
を
含
め
て
取
り
組
み
た

い
。

質
問　

森
林
整
備
に
お
い
て
天

然
林
の
保
全
管
理
、
ま
た
民
有

林
の
広
葉
樹
の
苗
木
代
の
補
助

は
。

久
保
農
林
課
長　

森
林
資
源
の

充
実
と
山
林
の
公
有
的
機
能
を

考
え
る
時
、
天
然
林
の
保
全
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
く
る
。
現
在
県
の
造
林
補
助

事
業
に
お
い
て
は
、
条
件
に

よ
っ
て
９
割
程
の
補
助
が
あ
る

供
給
の
為
に
水
源
林
の
購
入
に

つ
い
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

の
で
町
の
補
助
は
考
え
て
い
な

い
。

町
長　

町
も
、
森
林
整
備
に
お

い
て
は
、
薪
の
生
産
等
を
加
速

化
交
付
金
の
中
に
入
れ
て
い
る

が
、
今
後
広
葉
樹
植
栽
に
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

小鶴谷の水源地

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

　

に
つ
い
て



政
務
活
動
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厚生環境文教常任委員会

政

　◆北海道空知郡奈井江町　人口５，６８８人　世帯数　２，８９０世帯　

　　研修内容　子育て支援の取り組みと「子どもの権利条例」について
　　町は「定住・子育て支援充実宣言」をし、「奈井江町健全育成の町」と
　して権利条例制定の方針を「子どもに目を向けていたのか」「子どもだか
　らと考えていなかったか」「まちづくりのパートナーとして」「大人も変
　わる必要が」とした。
　　概要として４つの権利「生きる権利・育つ権利・守られる権利・参加
　する権利」その他、町・町民・学校の役割を定め、まちづくりを進めて
　いる。
　　子どもの未来を築くためにも、ある意味大人のための条例であるとい
　う結びであった。

　◆一般社団法人　小樽観光協会
　　歴史的建造物の保全に対しては
　　財源として⇨「小樽ファンが支えるふるさとまちづくり寄付条例」
　　　　　　 　　「景観条例に基づく登録歴史的建造物の保全事業」等として進めて来ている。
　研修内容　観光協会立ち上げにおける課題研修
　観光として大切なこと⇨　　　新しい・こまめな・早い情報の提供と観光業との連携
　観光協会の管理運営上の課題⇨人材確保のための待遇改善・自主財源の確保・
　　　　　　　　　　　　　　　組織体制の強化 ( 関係団体等の統合 )
　小樽観光の課題⇨観光を損ねる広告・モラルに反する商行為・観光推進体制の構築・
　　　　　　　　　「また来たい」と思わせる仕掛けづくり
　　観光として大成している小樽の研修は、観光という生き物を生かしていくことの難しさを深く考え
　させられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　髙橋　裕子）

子どもはまちづくりの
パートナー

総務産業常任委員会政務活動報告　　平成 28 年度 6 月 28 日～ 7 月 1 日

◆北海道上川郡美瑛町　　　人口１０，５２０人　　世帯数４，７７７世帯
　美瑛町は北海道のほぼ中央にあり、農業と観光の町である。
　　　研修内容　『美しい農村景観を活かしたまちづくり』
　　　　　　　　『廃校の利活用について』　　　　　　　
◆北海道夕張郡由仁町　　人口　５，４８８人　　  世帯数　２，４６７世帯
　　　研修内容　『ハーブのあるまちづくり事業』
　　　　　　　　『「小町キラリ」由仁ＰＲ』
◆北海道夕張市長沼町　　人口　１１，４８９人　　
　　　　　　　　　　　　世帯数　４，３２４世帯
　　長沼町は空の玄関千歳市と隣接しており都市即効型の田園地帯
　の町である。
　　　研修内容　『グリーンツーリズムの事業』
　　　　　　　　『どぶろく特区事業』　　（文責　𡧃佐・豊永） どぶろく特区 ( 平成 17 年 7 月 19 日認定 )

５戸の農業者が、醸造酒製造免許と営業許可を取得

務 告活 動 報

たまねぎ、にんじんなどの食品加工場として
利用されている。（旧 旭中学校）

６/２９～７/２
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あ
の
地
震
か
ら
３
ヶ
月
、
震
度
７
が

２
度
も
熊
本
県
を
襲
う
と
は
ま
さ
に
想

像
す
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
ま
だ
た
く
さ
ん
の
方
が
避
難

所
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
状
況
、
追
い

う
ち
を
か
け
る
よ
う
な
梅
雨
の
大
雨
。

　

本
当
に
自
然
の
脅
威
に
は
、
私
達
の

暮
ら
し
は
も
ろ
い
も
の
だ
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
被
災

さ
れ
た
方
に
は
、
心
よ
り
お
悔
み
申
し

上
げ
ま
す
。
幸
い
人
吉
球
磨
に
は
大
き

な
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
観
光

客
の
減
少
等
、
地
域
の
経
済
は
冷
え
込

ん
だ
ま
ま
で
す
。
で
も
、
下
を
向
い
て

ば
か
り
い
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

「
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
！
が
ん
ば
ろ
う
人
吉

球
磨
！
そ
し
て
、
が
ん
ば
ろ
う
多
良
木

町
！
」
い
よ
い
よ
暑
い
夏
本
番
で
す
が
、

こ
の
困
難
を
、
ど
ぎ
ゃ
ん
か
乗
り
き
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　

   　
（
文
責  

𡧃
佐　

信
行
）

広
報
特
別
委
員
会
構
成

◎
山
中　
　

馨　

久
保
田
武
治

◯
髙
橋　

裕
子　

𡧃
佐　

信
行

　

林
田　

俊
策　

豊
永　

好
人

地震はおとろしかったなー
町は対策ばどぎゃん考えとっとな？

地震対策はどぎゃんなっとっとなー？

多良男

球磨雄

こんどん議会で分かったとばってん
町もいろいろ考えとっとばい。

ほーそら、どぎゃんなっとっとな 今までん計画は震度 6の想定ば 7に上げて　広報やらで防
災の意識ば高めて　防災無線やらで正確に情報ば提供して
　飲料水は自衛隊の応援やら多良木小学校のプールの水ば
濾過して　使わるるごとなっとっとばい。

へーじゃー下水関係は
そらー建設関係やらの会社と協定ば結んで　発電機ば用意したい
バキュームカーの手配ばすっとたい。

田んぼんことは、どぎゃんなっ
とっと

田んぼんことは、はよう農業用水の確保、畜舎の電源確保そい
から人のかせいや共済の支払ば早うしてもらうごと　JAやら
と情報ば共有しながらすっとげなばい。

また、怪我ばしたとき　健康保険書がなかとき　支払う銭んの
なかとき払うとば待ってもろうたり、安うしてもらうごたっこ
とも考えてあっごたるばい。
福祉避難所は3ヶ所と協定して人手不足にならんごと体制ばた
のんであるごたる。税金も待ったなしやろ。

へー色々考えちゃおっとばいなー、
ばってん自分の身は自分どんでまず
守るごたる事ば考えとかんばんな。

そいも減免やら猶予ば考えてあるごたるし、家の倒れたら境
界線の問題も考えとっごたる。
そいからいまから要援護者の年寄りやら障がい者・腹の太か
人・赤ちゃんやらの名簿ば作っといて対応していくとげな。
学校やらの給食も食料提供者と事前に打ち合わせすっとばい。

じゃっとばい、そいが一番よな。

豆 ち し き 甘くなぁ〜れ 黄桃（久保農園）


